
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

札幌市学校体育研究連盟 

令和７年１２月１９日 第２２４号 

編集：編集部 

札幌市立元町小学校 

 発行：事務局 

     札幌市立澄川南小学校 

 文責：吉野 令欧奈（札幌市立本町小学校） 

豊かなスポーツライフの実現を目指し、「自ら」課題を発見し、その解決に向けた学習過程を通して

資質・能力を育む体育・保健体育学習という大会主題のもと、第６４回全国学校体育研究大会北海道

大会が開催されました。研究部を中心に授業者と何度も会同して話し合いが行われ、子どもたちの

学びが深まる、素晴らしい授業が公開されました。また、授業後の研究討議も活発に行われ、実りの

多い充実した大会となりました。 

本号では、二条小学校会場での授業や討議の内容、助言者の御講評を紹介させていただきます。 

 
研究の概要 

【大会主題】 

豊かなスポーツライフの実現を目指し、「自ら」課題を発見し、 

その解決に向けた学習過程を通して資質・能力を育む体育・保健体育学習 

 

【研究の柱①】 

子供の「～したい」を生む教材づくり 

【研究の柱②】 

子供が自ら課題を発見し、解決するための手立て 

【研究の柱③】 

子供が自分に合った方法で学習できる学習過程の工夫 

 

 

 

これまでの札幌支部の研究 北海道・他支部の研究 

北海道・札幌の子どもの実態 

【北海道学校体育研究連盟 全道統一研究主題】 

「つなぐ体育 ひらく未来」  

～見方・考え方を豊かに働かせ、自己実現する体育活動～ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業の概要 

   
 

 

 

 

 

 

《討議の内容》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よりよいGrow UPのために、どんな生活を目指したいかな 

    第４学年 保健 体の発育・発達  

    「Grow UP Project～なりたい自分になる未来」 

チームでパスをつないで、シュートを決めるにはどのように攻めるといいかな 

   第５学年 ボール運動 ゴール型  

   「Passplatoon～つなげてつくるハンドボール～」 

【研究の柱①】  
・思春期を「成長ゴールデンタイム」と位置付け 

→ 「未来の自分」について考えようとする教材化 

・「生活の記録シート」の見返しと具体的な自己課題の発見 

→「よりよいGrow UPのために生活の仕方を考えたい」と 

いう思いを引き出す 

【研究の柱②】  
・一週間の生活の様子を自己評価 

→成長に必要な生活と比較しながら課題を追求する 

・養護教諭、栄養教諭からの、よりよい体の発育・発達についての情報と ICTの活用 

→学級全体で課題を共有し、児童同士の話し合いやアドバイスができるようにする 

【研究の柱③】  
・単元のはじめに学んで得た知識を生かして、自己の 

 「生活の記録シート」に追記していく学習過程 

→自分の学びの足跡を確かめながら、進めていける 

ようにする 

 

【研究の柱①】  

・教具の工夫、ルールの設定、技術的、戦術的簡易化を施したゲーム設定 

→４対４のグリットゲーム→オールコートの攻守交代型の 

ゲームと、技能の高まりに合わせルール設定や教具の 

活用の工夫を行う 

→シュートに有効な空間を作り出したり、得点を競い 

合ったりする楽しさや喜びを味わう 

【研究の柱②】  

・シュート数と攻撃回数のデータを記録 

 →ボールを運ぶ局面に課題があることに気付く 

 ボール操作の技能とともに、ボールを持たないときの動き 

 も身に付けられるようにする 

【研究の柱③】  

・スキルアップタイムの設定、活動内容をチームで選択 

・ICTの活用し、自分やチームの動きを撮影、記録する 

→自分たちの動きを視覚的に捉え、よりよい動きを追求する姿へ 

一次 
公開 

二次 
公開 



 

 一次公開 二次公開 

柱① ・児童に課題を提示し、満点表示や予測機能を用い

て、児童から「それでは不十分」との気付きが生ま

れた。 「これで良い」ではなく「中身が大事」という

論点に焦点化した。 

○課題を発見するための手立てが良かった。例示さ

れた生活記録シートの評価を見て、考えたことを自

分の生活記録シートの見方へとスライドさせたこと

で、課題を見付けることができていた。 

・パスをつなぐ動き方に焦点化していくこと、オフザ

ボールの動きをチームとしてのプレーとして子ど

もが高めていくことをねらった。個々の技能に合

わせてゲームを発展させていくことで、運動の特

性に応じた楽しさに浸れるように工夫した。 

○子ども自ら、チームと自分の課題を捉えて作戦を

選び、試合後に再考する活動を通して、主体的に

課題を見付けようとしていた。 

柱② ○3人の先生方で連携し、それぞれ子どもたちに合っ

た学習の形を作っていた。どういった共通認識で

進めていったのかというのを知りたい。 

         ↓ 

子どもたちにどうやって専門的な知識を与える

か、また、知識だけを与えると、子どもたちはそれ

で満足してしまい、思考が広がらないと予想した。

そこで、子どもたちが今、より良い食事、睡眠、運

動についてどのように思っているかを聞き、課題

意識を高めてから専門的な知識を与えることを共

通認識とした。 

○個人データチャートが効果的だった。昨年度の自分

を見直して課題を見付けていた。運動グループは、

自分の運動が少ないという課題に対して、先生か

らジャンプの効果について知識を得たことから、複

数の運動を比較しながら、自分の生活ではどうし

たらできるのかを考えることに繋がっていた。 

●振り返りの時間が取れていたら、この後の生活のイ

メージをもつことができたのではないか。活動や

評価基準が膨らみすぎているようにも見受けられ

た。 

・パスやシュートがしやすい状況を十分に味わわせら

れるようにセーフティーゾーンを単元の前半に設

定した。単元の中盤では、ルールを選んでゲーム

を進めるなど、ルールや場の設定に子どもの思い

を反映させてきた。 

○作戦タイムが機能していて、どの子も自分に合っ

た役割を、個々が課題意識をもって解決に向けて

取り組むことができていた。 

〇前時までに、必要な知識を教師がしっかり教えて

おり、それを活用しながら個々にできることを模

索している姿が見られた。 

・前時に作戦を選んだ段階で、見取っていた動きに

ついて、本時のゲームの中でどう動いたらよいか

考える視点になるように各グループに関わった。 

●チームで選んで決めた作戦を実行するために、自

分は何を頑張ったらよいかについて、個々でも捉

えられるような手立てがあるとよい。 

●守備や攻撃の状況に応じた動きイメージをもてる

ように、全体交流やシュミレーションできるような

関わりがあると、ゲーム理解の深まりがあるので

はないか。 

柱③ 〇アプリの活用は、クラス全員の考えを横並びで見る

ことができるので、お互いの考えを見合いながら、 

自らの課題について繰り返し考えていく姿に繋が

る試みであった。 

●自分なら何ができると思うか、何が自分たちに合

っているかなど、ブースごとに子ども同士でもっと

交流させたかった。最後に掲示した内容を用いた

交流が広がっていくとより良かった。 

 

〇ゲームデータを提示し、数字で客観的に自チーム

を見ることができていた。そして、そのデータや動

画が積み上がっていることによって、作戦会議を

する際の思考が回る手立てとなっていた。 

●運動が苦手な子どもにとっての技能面の課題に

より、ゲームの中の役割が減ってしまう場面があ

った。ボールを持っていない時の動きについて、

全体交流などで価値付けを行うなどが必要では

ないか。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

一次公開  二次公開 

◆課題を引き出す手立てが授業の中に散りばめられてい

た。 

◆チャートから自分のデータを見直し、課題が自分事とな

るよう引き出されていた。 

◆本時で先生（学習の場、追求活動の場）も自分で選ぶよ

うにするとよいとの話が分科会でも挙がっていたが、そ

の通りだと思う。 

◆学んだことを実生活にどのように生かすかを考えること

も大切。 

◆性差について、正しい知識を得ていることで、仲間と一

緒に学ぶ意義が感じられるものとなる。 

◆なぜ必要かを理解した上での課題発見、課題解決がで

きていた。 

           ↓ 

 ・これからどうしていくかを考えることでなぜ必要かが分

かる 

・運動、睡眠、栄養をどの程度とると、体の発育発達にど

う効果があるかを理解する 

・普段先生や親に言われている意味が分かり、「なるほ

ど！」に繋がる 

◆先生が要点を繋いできれいに板書していた。この後、子

どもたちがみんなで学んだことをまとめられると更によ

い。 

◆子どもたちがゴール型ゲームを楽しんでいる姿があっ

た。 

◆丁寧な授業づくりがされていることで、共感するポイン

トがたくさんあった。 

  →発展していくゲーム（ルール設定、教具の工夫） 

◆シュートまでいけない子をどうしていったらよいか。 

 ゴール型で何を学ぶかということとも繋げて考えたい。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 →意図的、選択的な状況判断と意思決定が必要である。 

  子ども一人一人が自らの課題を設定できるようになる

とよい。 

◆本時では児童の工夫（作戦）が多様に見られた。 

  

  

 

 

◆ゲームの仕組みを理解している児童は、チームで課題解

決に向かおうとしていた。５年生としては十分に学べて

いた。 

《御講評 東京学芸大学 教授 鈴木 聡 様》 

＜ゴール型ボール運動の課題＞ 

ポゼッション（ボール保持） ボール操作技能 

  インベーション（相手コートに侵入）  

オフザボールの動き 

  プログレッション（ボールを進める）  

   パス、ドリブルの選択 

  アタック（得点する） シュート技能 

   技術・戦術を媒介にしたコミュニケーション 

 

縦パスシュート、パスのつなぎ方、ロングパス、 

クロス、サイドシュート、サイドチェンジ、フェイク 


